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株式会社　トーエル

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
★社長挨拶★
本日はお忙しい中、当社決算説明会にお集まりいただき、誠にありがとう
ございます。
さて、当社は資料の表紙にもありますように、神奈川県を中心とする一都三県
で『物流』をキーワードに豊かな暮らしのサポートを目指す企業です。


★社長プレゼン開始★
では、これからご説明に入ります。次のページをお開き下さい。
�
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プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
これから当社事業の概要、2007年4月期決算のご報告、
中期経営計画と当年度計画を順を追ってご説明させていただきます。



＜（PC係に対し）次、お願いします＞
�
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Ⅰ. 会社概要

～　独自性を追求した物流システムと

ユニークな事業ポートフォリオで首都圏

25万世帯に支持される企業　～　

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
当社は独自性を追及した物流システムとLPガスと水というユニークな

事業ポートフォリオで、首都圏２５万世帯のお客様のご支持を頂いて

おります。　


＜（PC係に対し）次、お願いします＞
　�
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社名社名 　株式会社トーエル　株式会社トーエル

事業内容　事業内容　 ・ＬＰガス事業・ＬＰガス事業

　　　　　　　　・ウォーター事業　　　　　　　　・ウォーター事業

本店所在地本店所在地 神奈川県横浜市港北区神奈川県横浜市港北区

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

高田西一丁目５番高田西一丁目５番2121号号

設立　　　設立　　　 19631963年５月年５月2222日日

資本金　　　資本金　　　555555百万円百万円

代表者代表者 平間　茂平間　茂

従業員数　従業員数　 251251名（連結）名（連結）

業種　　　　小売業業種　　　　小売業

会社概要

神奈川県でのLPガス顧客シェアNo.1
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プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
当社は、昭和３８年LPガス小売業として設立し、昭和４８年には
LPガス卸売業を開始、更に平成１４年からウォーター事業を始め
今日に至っております。
売上構成は左下の円グラフにあります通り、売上高の約９０パーセントが
LPガス事業の売上です。
当社のLPガスの営業エリアは、神奈川県を中心とした１都３県東京・埼玉・
茨城でありますが、ハワイウォーター顧客の増加により当期より千葉県にも
営業エリアを拡げました。

　＜（PC係に対し）次、お願いします＞
（参考）
　　�
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Ⅱ．事業の概要

ＬＰガス事業

ウォーター事業

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
当社の事業ポートフォリオは、主にLPガス事業とウォーター事業の２つから
構成されています。
まず、LPガス事業からご説明します。

＜（PC係に対し）次、お願いします＞
�
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LPガス　事業環境と物流

小売 64.1％

卸売 20.0％

輸入元売 2.2％

輸入価格 13.7％

小
売
価
格

卸
売
価
格

輸
入
元
売
価
格

輸
入
価
格

１００％

３５.９％

１５．９％

１３.７％

出所：日本LPガス協会

国
内
流
通
経
費

コスト競争力強化の必要性が増大

　規制緩和による価格競争の激化

物流コストの削減に注目

新規参入の

 
増加

エネルギー同士

 
の競争増加

小売　：　一定価格

卸売　：　CIFに連動した販売価格で交渉

小売　：　一定価格

卸売　：　CIFに連動した販売価格で交渉

輸入価格の

継続的高騰

ＬＰガス小売価格の構成要素

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
左図はLPガスの小売価格の構成要素となっておりますが、その大半（約８５％）が
国内の流通経費であり、しかも小売段階におけるコストが大勢を占めています。
また、右図に示しましたように平成８年のLPガスの規制緩和（許可制→登録制）
により、
　① 新規企業の参入の増加
　② 電力、都市ガス等の他エネルギーとの競合
などの競争が激化しております。
一方、LPガスの輸入価格は原油価格の高騰の影響で高値の推移を続けて
おります。
当社は、
　①輸入価格の変動に対しての小売価格の安定のため、
　②競争激化による小売価格の下落に対するコストダウンのため、
「物流」を最重要点として、事業を構築してまいりました。

＜（PC係に対し）次、お願いします＞
�
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物流コストの削減にむけて

湾岸直送システムなど流通合理化のもと

低コスト化・便利さを拡大し、競争力を強化

３ つ の 柱

　①流通経路の　　　　

 
　　

 

短絡化
②作業効率化 ③エリア内における

 
　

 

配送密度の向上

A. 湾岸直送方式の積極的拡大

B. 
・ ベルシステム

・ アルミ容器での

　

 

軽量化

C. TASK戦略

D. 業務支援システム

４
つ
の
イ
ン
フ
ラ

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
当社では、競争力強化のため、物流を『３つの柱』と『４つのインフラ』で考えてまいり
ました。
３つの柱は、図の横軸にある　
　　　　①流通経路の短絡化と配送量の増大
　　　　②作業の効率化
　　　　③事業エリア内における配送密度の向上
です。
この課題を縦軸ある
　A.湾岸直送方式の積極的拡大
　B.ベルシステムやアルミ製容器の使用による軽量化
　C.ネットワークであるTASK戦略（特定・エリア・消費者・管理の頭文字）
　D. 基盤となる業務支援システム   
の４つのインフラで対処しています。

（注）TASK戦略・・・TASKセンター（9ヶ所）を半径30Kmをカバーする様に配置し、
　　　 GPS、PDAを利用した業務支援システムを使って、迅速かつ効率的なサービス
　　　 展開を行なっております。


＜（PC係に対し）次、お願いします＞�
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A.湾岸直送方式

充填工場 デポ（配送センター）

湾岸基地 トーエル独自の

配送システム

トーエル独自の

配送システム

　直　　直　

通　常

バルクバルク

一般

顧 客

ＴＡＳＫＴＡＳＫ

特定エリア内の高

 
密度化配送湾岸直送方式湾岸直送方式

ベルシステムベルシステム

産油国

● 輸入基地から直接顧客のもとへ届ける

● 顧客密度の増加、物流効率の向上

業務用

および

大口消費者

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
１つめの湾岸直送方式は、トーエル独自の配送システムとして30年ほど前から
行なってまいりました。
通常の配送形態は、スライドの一番上にあります、湾岸基地からローリ車で
充填工場に運び、工場で容器に充填し、そこから各地のデポに運んで小型車で
消費者に配送いたします。
当社が推進している湾岸直送方式は、湾岸基地で容器に充填し、その容器を
やや大きめの車で直接配送いたします。
バルクというのは、湾岸基地から3ｔバルク車又は大型の６ｔバルク車で、あらかじめ
設置してある消費先のタンクに直接充填します。
このように経路を短縮し、コストを低減しております。

＜（PC係に対し）次、お願いします＞
�
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B.ベルシステム（懸垂式搬送機）

大型車による

多量輸送を促進

積み込み時間は手作業時の２分の１から３分の１へ

搬入の作業負担が軽減（高齢者、女性も可能）

軽量アルミ容器の採用

作業効率化

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
２つめのベルシステムは、流通経路で発生する「積み替え」にその威力を発揮してい
ます。
LPガス容器は、空でも約５０キロもある重いものですが、ベルシステムという上から
吸引して持ち上げる装置によって、作業員の負担が軽減され、若い労働力だけでなく
女性・中高年労働者にも広く人員を求めることが可能となりました。

＜（PC係に対し）次、お願いします＞
�
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厚木ＴＡＳＫセンター

湘南ＴＡＳＫセンター 保土ヶ谷ＴＡＳＫセンター

川越ＴＡＳＫセンター

西東京ＴＡＳＫセンター

北埼玉ＴＡＳＫセンター

南埼玉ＴＡＳＫセンター

茨城ＴＡＳＫセンター

本社

横浜ＴＡＳＫセンター

C.トーエルのネットワーク（TASK戦略）
 　　　　　　　　　　　　　　　　　

ネットワーク化されたTASK 
のもと、総合管理による

 
顧客へのサービスを展開し

 
顧客密度の向上を実現

 

ネットワーク化されたTASK 
のもと、総合管理による

 
顧客へのサービスを展開し

 
顧客密度の向上を実現

GPS・PDAを利用した業務

 
支援システム＋ネットワー

 
クを基盤とした迅速かつ効

 
率的なサービス展開

 

GPS・PDAを利用した業務

 
支援システム＋ネットワー

 
クを基盤とした迅速かつ効

 
率的なサービス展開

無線サービスカーが150台

24時間365日、常時対応

無線サービスカーが150台

24時間365日、常時対応

横浜をはじめとして計９ヶ所横浜をはじめとして計９ヶ所

エリア内におけるすべての作業密度の向上

特定エリア消費者管理の略

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
また、当社はLPガス事業を通じて神奈川県を中心に培ってきたネットワークに大きな
強みをもっております。
TASKセンターは、半径30ｋｍをカバーするように配置しております。
これらの顧客基盤に対して、次にご説明申し上げますGPS・PDAを利用した業務支援
システムを活用したネットワークをのせることにより、迅速かつ効率的なサービス展開
を行なっております。
このネットワークは24時間365日お客様のいかなる要望に対しても迅速に対応できる
ネットワークでございます。

＜（PC係に対し）次、お願いします＞
�
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D.業務支援システム　～ＰＤＡの活用による効率化～

日本ＩＢＭ（株）との共同開発によるＰＤＡ活用システム日本ＩＢＭ（株）との共同開発によるＰＤＡ活用システム

情報交換の迅速化による顧客サー情報交換の迅速化による顧客サービスの向ビスの向
および事務手続きの簡略化を可能におよび事務手続きの簡略化を可能に

物流効率化３つの柱すべての基盤

依頼案件の転送

行き先の地図等の表示

作業終了後、即時に結果報告

コールセンター

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
GPSによりフィールドで業務を行う約５００台のサービスカー、営業車などの車両の
所在を把握し、お客様からの作業依頼をコールセンターより随時付近を走行する
車両に通信して連絡、指示を行います。
特にサービス車にはPDAという携帯端末機で作業内容と顧客宅までの地図等の
情報も送信できる仕様です。
作業の終了もPDAによってコールセンターに即時送信でき、車両の動体管理と
作業の進捗状況をコールセンターで常に把握できるシステムとなっております。


＜（PC係に対し）次、お願いします＞
�
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コールセンター
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GPS
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ウォーター事業の特長

ピュアウォーター　：　逆浸透膜方式（RO)により純度99.9％まで濾過した超軟水

HAWAIIHAWAII　　WATERWATER alpinaalpina

宅配方式

サーバー設置とリユースボトル

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
ウォーター宅配事業の特徴についてご説明させていただきます。
当社のピュアウォーターは、純度が高いため、体内に吸収されやすく、新陳
代謝が活発になります。
お茶、コーヒー、紅茶、料理など、素材の味を活かすことができます。
また、サーバーを設置していただき、リユースボトルでのリピート販売を
当社が築き上げました物流システムで行なっております。

＜（PC係に対し）次、お願いします＞

�
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ウォーター事業における物流

当社物流のノウハウを生かす

さらに進化

産
油
国

顧　
 客

充填工場

デポ

湾岸直送・バルク

LPガス　当社配送

大町工場

ウォーター

顧　
 

客

HAWAII ストックヤード サテライト

サテライト

湾
岸
基
地

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
当社ではＬＰガスの物流を短絡化して参りましたが、そのノウハウを活かして
ＨＷの流通を作り上げてまいりました。
アルピナは、さらに進化して流通経路の短縮を図っています。�



Ⅲ．2007年４月期
 

決算のご報告

15

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
次に、第三章、２００７年４月期決算のご報告に移ります。

＜（PC係に対し）次、お願いします＞

�
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損益の状況（連結・単体）

（単位：百万円、％）

連　　結

実　績 利益率 計　画 利益率 実　績 利益率 前年差 計画差

売上高 16,354 18,400 18,197 1,843 △ 203

売上総利益 5,777 35.3 6,500 35.3 6,398 35.2 621 △ 102

営業利益 490 3.0 580 3.2 448 2.5 △ 42 △ 132

経常利益 738 4.5 570 3.1 480 2.6 △ 258 △ 90

当期純益 391 2.4 320 1.7 207 1.1 △ 184 △ 113

単　　体

実　績 利益率 計　画 利益率 実　績 利益率 前年差 計画差

売上高 16,349 18,400 18,165 1,816 △ 235

売上総利益 5,535 33.9 6,330 34.4 6,287 34.6 752 △ 43

営業利益 415 2.5 550 3.0 467 2.6 52 △ 83

経常利益 620 3.8 540 2.9 469 2.6 △ 151 △ 71

当期純益 322 2.0 300 1.6 246 1.4 △ 76 △ 54

(2005.5～2006.4)

43　期　通　期 44　期　通　期

(2006.5～2007.4)

43　期　通　期

(2005.5～2006.4)

44　期　通　期

(2006.5～2007.4)

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
２００７年４月期の決算においては
連結数字で売上高１８２億円、営業利益４億５千万円、経常利益４億８千万円、当期純利益で２億１千万円の結果となりました。（増収減益）
１．増収の要因はLPガス事業・ウォーター事業ともに顧客数の順調な増加によるものであります。特にLPガス事業におきましては、冬場の記録的な暖冬の影響を大きく受けましたが、年間の販売数量は前年を上回ることができました。

２．収益面では、ＬＰガスについては積極的な営業権の取得による償却負担
が増加しましたが、2006年3月に実施した小売価格値上げの効果および
売上増の効果により、営業利益は増益となりました。ウォーター事業については、円安推移による仕入原価の上昇（ＨＷ）とアルピナ製造設備および
資材への先行投資負担により前期比約160百万円の減益となり、
全体では42百万円の減益となりました。

３．償却前営業利益で比較いたしますと、
前期（２００６年４月期）は約１２億円（償却費約７億円）、当期は約１６億円（償却費約１１億５千万円）と約４億円の増加となっております。
４．経常利益につきましては、営業外収益に前期計上した匿名組合投資利益約２億円が当期は０となり、その結果前期比約２億６千万円の減益となりました。
 


＜（PC係に対し）次、お願いします＞
�



17 2007/6/19　決算説明会

LPガス事業

　①　家庭用小売顧客の増　　9,300件

　　

 

450百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,000t

　②　大型業務用顧客の増　　300件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　400百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,200t

　③　小売価格改定　　　　　　

 

300百万円

　④　卸売仕入価格スライド　

 

300百万円

　　暖冬による単位消費量低下

　　・家庭用小売　　△250百万円

△1,000t

・卸　　　　　　　　△50百万円

△500t

顧客数・販売量の推移
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ＬＰガス販売数量

ＬＰガス顧客数

15,025
16,274

5,065 5,520

507390
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4,000

8,000
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43期 44期

（単位：百万円） 売上高 売上総利益 営業利益
＜プラス要因＞

＜マイナス要因＞

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
LPガス事業は、輸入価格の高騰に対処すべく売上拡大策として
①     積極的な営業権の取得（約６，０００件　　１０億円）
②     郊外型レストランなど業務用顧客の拡大（３００件）
を推進しました。
 
また原価の高騰に対しては
③     卸売業においては、販売価格への転嫁
④     小売価格については、２００６年３月の値上による効果がありました。
従って、期中には他エネルギーとの競争があり追加値上は差し控えております。
 
記録的な暖冬があり、下期は苦戦しましたが、LPガス事業としては売上高で前期比８．３％の増、営業利益で３０．２％の増と増収増益となりました。

・　売上の差額　　　　　前期比　　+1,249百万円
・　営業利益の差額　　前期比　　+　117百万円　　　

�
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ウォーター事業

　・HW顧客の増加　　　　　　　

 

9,000件

　　　　　　　　　　　　　　　　　530百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

240千本　　

　・アルピナの新規展開　　　　

 

3,800件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　60百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

50千本

　　　　　　　

　・アルピナの開始の遅れによる影響

　　　売上高　△40百万円

　

　・アルピナの初期投資費用

　　　設備償却及び資材　△140百万円

HW顧客数・ボトル販売本数の推移
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ウォーター販売本数

ウォーター顧客数
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43期 44期

（単位：百万円） 売上高 売上総利益 営業利益 ＜プラス要因＞

＜マイナス要因＞

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
ウォーター事業については、
１．ハワイウォーターブランドの浸透による安定した顧客増加（約９，０００件）
期末顧客件数　約４６，５００件
２．国産ピュアウォーター「アルピナ」の製造販売開始（実質１０月）
期末顧客数約３，８００件
 
により売上高は約６億円増加（+４５％）しました。
 
収益面ではウォーター製造設備償却費、並びにパレット・ボトルなどへの初期投資費用の発生や、為替相場の円安推移によるハワイウォーター仕入原価の上昇などから、営業利益は約６千万円のマイナスとなりました。
営業利益（連結）　　　ハワイウォーター事業　　　１３０百万円
　　　　　　　　　　　       アルピナ事業　　　　　　△１９０百万円
　　　　　　　　　　　　           合計　　　　　　　　　　△６０百万円
�



19 2007/6/19　決算説明会

ウォーター事業（ブランド別内容）
（単位：百万円、本、件）

※売上高には、水ボトル販売以外のサーバーレンタル等の売上も含まれます。

43　期 44　期

単　　体 (2005.5～2006.4) (2006.5～2007.4)

実　績 構成比 実　績 構成比 前期比

売上高 1,329 1,924 595

　　　ﾊﾜｲｳｫｰﾀｰ 1,329 100.0 1,861 96.7 532

　　　アルピナ 0 － 63 3.3 63

営業利益 99 △ 59 － △ 158

　　　ﾊﾜｲｳｫｰﾀｰ 99 100.0 130 － 31

　　　アルピナ 0 △ 189 － △ 189

販売数量 604,200 893,100 288,900

　　　ﾊﾜｲｳｫｰﾀｰ 604,200 100.0 843,700 94.5 239,500

　　　アルピナ － 49,400 5.5 49,400

期末顧客数 37,500 50,300 12,800

　　　ﾊﾜｲｳｫｰﾀｰ 37,500 100.0 46,500 92.4 9,000

　　　アルピナ 0 － 3,800 7.6 3,800
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貸借対照表（連結）

（単位：百万円）

2006/4末 2007/4末 増減 備考

流動資産
5,180 5,340 +160

主に売上債権の増加

固定資産
10,542 12,607 +2,065

営業権の増加　＋1,493

資産合計
15,723 17,947 +2,224

流動負債
4,623 6,326 +1,703

短期借入の増加　＋1,127

固定負債
2,610 3,156 +546

長期借入の減少　△475
長期未払金　＋1,063

負債合計
7,234 9,482 +2,248

資本合計
8,489 8,465 △24

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
固定資産の増加の主要因は、営業権の増加（+１４億９,３００万円）
及びアルピナ製造設備投資（＋約６億円）です。
流動負債の増加は、長短期借入およびコミットメントライン活用に
よるものです（＋１１億円）
社債を含めた借入額は、約６億６,９００万円増加しました。

＜質問があった場合＞
資本合計が△２４になっているのは、投資有価証券の
評価差額の減少によるものです。�
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キャッシュ・フロー計算書（連結）

　現金及び現金同等物（「資金」）：1,295百万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前連結会計年度比－9.6％

 

　137百万円減）

　＜主な要因＞

　　●

 

有形固定資産の取得 ：

 

911百万円　

　　●

 

営業権の取得

 

：

 

992百万円　

（単位：百万円）

2006/4月 2007/4月 差額

営業活動によるキャッシュ・フロー +251 +1,182 +931

投資活動によるキャッシュ・フロー +107 △1,794 △1,901

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,232 +474 +1,706

　　  期末残高 1,432 1,295 △137

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
当期末における現金および現金同等物は、１,２９５百万円（前連結会計年度比９．６％減）
となりました。
営業権の取得および設備投資資金を投資活動、財務活動により調達しました。
各キャッシュフローの増減要因の詳細につきましては、決算短信の連結キャッシュフロー
計算書をご参照願います。

（次は読まない。質問があった場合のご参考）

＜営業活動におけるキャッシュフロー＞
営業活動の結果得られた資金は1,182百万円（前連結会計年度比370.5％）となりました。
これは、売上債権の増加151百万円、法人税等の支払額190百万円があったものの、
税金等調整前当期純利益が、475百万円であったこと、また、減価償却費351百万円、
営業権償却793百万円があったこと等によるものであります。

＜投資活動によるキャッシュフロー＞
投資活動の結果使用した資金は、1,794百万円（前連結会計年度に得られた資金107百万円）となりました。
これは、貸付金の回収による収入101百万円があったものの、有形固定資産の取得による支出911百万円、
無形固定資産の取得による支出992百万円があったこと等によるものであります。

＜財務活動によるキャッシュフロー＞
財務活動の結果得られた資金は、474百万円（前連結会計年度は使用した資金1,232百万円）となりました。
これは、長期借入金の返済による支出620百万円、社債の償還による支出510百万円及び
配当金の支払193百万円があったものの、短期資金の借入1,100百万円並びに長期資金の借入700百万円が
あったこと等によるものであります。�
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Ⅳ．中期経営計画について

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
次にこの実績をふまえて、当期より始まります3ヵ年計画について
ご説明いたします。�
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事業環境　　CP(LPガス輸入価格）の推移

CP価格推移 CP年度平均推移（5ヵ年）
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プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
LPガス分野の今後の環境を検討すると、45期46期（上期）においては、
ＣＰの高値の傾向が予測され、47期は下方修正となる予測がされています。
すなわち、45期46期（上期）の原油は、オペックが国家財政を維持するのに
必要な水準を１バレル４０ドルで、これに中国・アメリカの需要の動向等で
１０ドル、さらに産油国の内乱などのリスクで１０ドル等として、６０ドル原油
が続くと考えられる。
47期については、オペックの生産国の変化、すなわちサウジ一辺倒から
カタール、アブダビ、イラン等の増産により供給が大幅に増加しＬＰガスの
ＣＰは下方修正となります。

＜（PC係に対し）次、お願いします＞


　　�
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飲料水需要の拡大

出所：日本ミネラルウォーター協会

1リットルあたりの単価推移
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ミネラルウォーター類　国内生産・輸入の推移
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数量（国内生産・輸入）

金額（国内生産・輸入）

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
社長コメント
＜（PC係に対し）次、お願いします＞
�
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３ヵ年計画
（単位：百万円、%）

前　期（2007年4月期） 2008年4月期（45期） 2009年4月期（46期） 2010年4月期（47期）

連　　結 (2006.5～2007.4) (2007.5～2008.4) (2008.5～2009.4) (2009.5～2010.4)

実　績 利益率 計　画 利益率 前年差 計　画 利益率 前年差 計　画 利益率 前年差

売上高 18,197 19,830 1,633 20,780 950 22,000 1,220

売上総利益 6,398 35.2 6,790 34.2 392 7,520 36.2 730 8,300 37.7 780

営業利益 448 2.5 550 2.8 102 1,100 5.3 550 1,500 6.8 400

経常利益 480 2.6 550 2.8 70 1,100 5.3 550 1,500 6.8 400

当期純益 207 1.1 280 1.4 73 600 2.9 320 820 3.7 220

一株当り当期純利益 11 円 14 円 31 円 42 円

ＲＯＥ 2.4 ％ 3.3 ％ 7.1 ％ 9.3 ％

前　期（2007年4月期） 2008年4月期（45期） 2009年4月期（46期） 2010年4月期（47期）

単　　体 (2006.5～2007.4) (2007.5～2008.4) (2008.5～2009.4) (2009.5～2010.4)

実　績 利益率 計　画 利益率 前年差 計　画 利益率 前年差 計　画 利益率 前年差

売上高 18,165 19,830 1,665 20,780 950 22,000 1,220

売上総利益 6,287 34.6 6,620 33.4 333 7,370 35.5 750 8,050 36.6 680

営業利益 467 2.6 550 2.8 83 1,050 5.1 500 1,350 6.1 300

経常利益 469 2.6 550 2.8 81 1,050 5.1 500 1,350 6.1 300

当期純益 246 1.4 300 1.5 54 580 2.8 280 740 3.4 160

一株当り当期純利益 13 円 15 円 30 円 38 円

ＲＯＥ 3.1 ％ 3.8 ％ 6.9 ％ 8.4 ％

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
特に今期はＬＰガスの高騰、高値維持が予測されますので
３ヵ年の推移としては変則的とはなりますが、
　初年度は、売上高１９,８３０百万円、経常利益５５０百万円
　２ 年度は、売上高２０,７８０百万円、経常利益１,１００百万円
　３ 年度は、売上高２２,０００百万円、経常利益１,５００百万円
を計画しております。

具体的には事業別でご説明いたします。

＜（PC係に対し）次、お願いします＞
�
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３ヵ年計画（事業別）

（単位：百万円）

44　期 45　期 46　期 47　期

連　　結 (2006.5～2007.4) (2007.5～2008.4) (2008.5～2009.4) (2009.5～2010.4)

実　績 計画 前期比 計画 前期比 計画 前期比

売上高 18,197 19,830 1,633 20,780 950 22,000 1,220

　　　LPガス 16,273 17,090 817 17,080 △ 10 17,490 410

　　　ウォーター 1,924 2,740 816 3,700 960 4,510 810

営業利益 448 550 102 1,100 550 1,500 400

　　　LPガス 507 270 △ 237 490 220 530 40

　　　ウォーター △ 59 280 339 610 330 970 360

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�

＜（PC係に対し）次、お願いします＞
�
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３ヵ年計画　ＬＰガス事業

（単位：百万円）

（単位：百万円） 営業利益
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売上高
（単位：百万円）

45期の対応策

・　卸売価格への転嫁

・　業務用小売価格の見直し

・

 

M & Aによる需要家増加

・　保安徹底による顧客信頼の

　　確保とそれによる顧客の囲い
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プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
４５期はＣＰの高騰からくる仕入値の高止まりにより
売上増と原価増による営業利益のダウンを計画しております。

４６期以降は、ＣＰの安定を予測しておりますので、
４４期に比べての順調な伸長を計画しております。


＜（PC係に対し）次、お願いします＞
�
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３ヵ年計画　ウォーター事業

営業利益

45期の対応策
売上高（単位：百万円）

（単位：百万円）

＜ハワイウォーター＞

・ブランドステータスの維持

・新規代理店営業

・インターネットを通じた新規顧客獲得

＜アルピナ＞

・ボリューム価格を武器に幅広い顧客の獲得

　　①LPガス顧客　

　　②オフィス等の業務用

・業種にとらわれない新規代理店開拓

・卸売・OEM商品販売への対応

・広告・宣伝の強化
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プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
　ハワイウォーターは、安定した新規顧客の増加を計画しております。
市場が２極化傾向にあり、ブランドステータス性を維持しながらの拡大を
考えております。
　アルピナは、トーエルの核とすべく、前期の反省を踏まえて、まず知名度の
アップと共に、大々的な拡販を計画しております。
３月以降、月々約１,０００件程度の新規獲得もあり、ブランド名の浸透と
共に拡大しております。
　また、ＯＥＭや卸販売先の大口受注案件が決定しており、生産規模の拡大
に対応すべく、すでに生産設備の追加投資に着手しております。
子会社でありますアルプスウォーター㈱を今期末には損益分岐点まで
上げてまいります。

45期　HW　顧客件数　53,000件　　販売本数　996,000本
　　　　AL　顧客軒数　 15,000件　　販売本数　844,000本

46期　HW　顧客件数　58,000件　　販売本数　1,139,000本
　　　　AL　顧客軒数　30,000件　　販売本数　1,483,000本

47期　HW　顧客件数　60,700件　　販売本数　1,245,000本
　　　　AL 　顧客軒数　40,000件　　販売本数　2,009,000本

＜（PC係に対し）次、お願いします＞
�
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2008年4月期上下別計画

（単位：百万円、％）

上期 下期 通期 構成比
前期比
増減率

売上高 8,900 10,930 19,830 100.0% +9.0%

ガス事業
7,560 9,530 17,090 86.2% +5.0%

ウォーター事業
1,340 1,400 2,740 13.8% +42.5%

営業利益 △ 150 700 550 2.8% +22.8%

ガス事業
△ 280 540 260 1.3% △48.7%

ウォーター事業
130 160 290 1.5% -

経常利益
△ 150 700 550 2.8% +14.6%

当期利益
△ 150 430 280 1.4% +35.3%

2008年4月期（45期）計画
（連結）

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
初年度となります２０年４月期の上下別計画でありますが、
ＬＰガスのＣＰ高騰の影響で中間期は経常利益でマイナスの１億５千万円、
前年同期と比べて１億６千万円の減を計画しております。


＜（PC係に対し）次、お願いします＞
�
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Ⅴ．その他
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ホームサービス

　　

 

日々にわたるLPガス事業で得た顧客との

 取引関係の上に付加価値を構築

　　

 

既存の流通ルート（150台の小型サービス

 車による常時巡回機能を

 ベース）を活用し、生活支援事業の拡大・

 発展をはかる

　　　高齢化時代に対応した業務を展開

顧客顧客

リフォーム

エアコン
クリーニング

電球の取替え

GPS・PDAを利用した

業務支援システム

台所
クリーニング

植木の水やり

トーエルトーエル

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
１．LPガス事業をサポートする役割を担うホームサービス事業は、顧客の利便性を高め顧客の満足度の向上を重視する当社グループの企業姿勢を具現化するものとして、消費者ニーズをとらえた商品・サービスの提供に努め、もって「生涯顧客化」の実現を目指しております。
　
　　２．また、現在、都市ガスを使用している消費者へのサービス業務を展開する新規事業についてスタデイをしております。具体化する時にはご報告したいと思います。
 


＜（PC係に対し）次、お願いします＞
�
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横浜市水道局のメーター検針業務受託

• 横浜市との間で、横浜市水道局メーター検針業務

　　受託に関する契約を締結

– 横浜市の積極的な民営化政策に呼応

– 地域に根ざした企業としてのプレゼンスと社会的役
 割を担う企業として信用度を高めることにつながる

• 横浜市港北区及び都筑区の対象顧客約２５万件

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
トーエルのLPガスサービス業務の実績を評価されメーターの検針業務を委託されました。

＜（PC係に対し）次、お願いします＞
�
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トーエルが目指す事業像

LPガス事業 ウォーター事業 ホームサービス事業

お客様（一般家庭）

生涯顧客

物流システム

湾岸直送システム・ベルシステム

業務支援システム

GPS（コールセンター）・PDA（最前線の作業員）を活用

物流をキーワードに「火」・「水・「暮らし」のライフラインの領域で
地域のお客様と密着した生活サポート企業になる

信頼と安心 － LifeLife　　LineLine　　InnovationInnovation

株式会社 トーエル

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
物流をキーワードに「火」・「水・「暮らし」のライフラインの領域で地域の
お客様とコミュニケーションをとおして生涯顧客化を目指します。

＜（PC係に対し）次、お願いします＞

�

http://www.toell.co.jp/index.html
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株主還元について

• 財務体質の強化と将来の事業
 展開に備えた内部留保の充実

• 安定継続配当

• 株主優待制度

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
最後に、利益配分に関する基本的な方針について申し上げます。
財務体質の強化と、将来の事業展開に備えた内部留保の充実の
バランスに配慮しながら、安定継続配当の実現を目指してまいります。

＜（PC係に対し）次、お願いします＞
�



お問い合わせ先
管理部門経理グループ（ＩＲ事務連絡責任者）
取締役　江美　孝
〒223-8510　横浜市港北区高田西一丁目５番地２１号
ＴＥＬ（045）592-7777　FAX（045）593-3259
E-mail　k-kikaku@toell.co.jp
http://www.toell.co.jp/

ありがとうございました

　　　　　　　　　　株式会社トーエル

　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　平間　茂　

役員一同

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
以上簡単ではございますが、説明を終了させていただきます。
ご清聴有難うございました。

（着席）
�

mailto:k-kikaku@toell.co.jp
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当資料に記された当社の計画・見通し・戦略等のうち、過去の事実でないものは現在入手

 可能な情報から得られた当社の経営者の判断に基づいた将来の業績に対する見通しです。

実際の業績は様々な要因により、これら業績見通しとは大きく異なる結果となる可能性が

 あることをご承知おき下さい。

実際の業績に影響を与え得るリスクや不確定要因には以下のものが含まれます。

①当社グループの事業環境を取り巻く世界情勢

②原油価格と連動性が強いLPガスの仕入価格動向

③米ドルを中心とした為替レートの変動

④偶発事象等

但し、業績に影響を与える要因はこれらに限定されるものではありません。また、リスクや

 不確定要素には、将来の出来事から発生する重要かつ予測不可能な影響も含まれます。

当資料はあくまで株式会社トーエルをより深く理解していただくためのものであり、投資勧

 誘を目的としたものではありません。
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